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【００１４】
　次に、支柱４について説明する。
　図６に示すように、伸縮手段４１を昇降ハンドル４２で操作することにより、平行リン
クを用いたリンク機構からなる支柱４が作用してベースフレーム２に対して下部フレーム
５を昇降するように構成している。
　詳述すると、一定間隔をおいて略平行に配設された支柱パイプ４ａ，４ａ，・・・の両
端に支柱支持ボス４ｂ，４ｂ，・・・を固着し、一方の該支柱支持ボス４ｂを前記ツナギ
パイプ３ｂ，３ｂに穿設した孔３１ｂ，３１ｂ・・・に回動可能に軸着し、他方の該支柱
支持ボス４ｂを後述する下部フレーム５の支柱支持フレーム５１の支持フレームパイプ５
１ａ，５１ａに穿設した孔５１１ａ，５１１ａ，・・・に回動可能に軸着している。
　そして、一方の前記支柱パイプ４ａの略中間位置にツナギパイプ４ｄを配設し、前記支
柱パイプ４ａ，４ａに固着している。
　そして、前記ツナギパイプ４ｄの略中間位置に略コ字状のクドウシジプレート４ｃを固
着している。
　そして、該クドウシジプレート４ｃと後述する下部フレーム５の伸縮手段トリツケプレ
ート５１ｄ，５１ｄの間に伸縮手段４１を取付けている。
　該伸縮手段４１は、本実施例では図示は省略するが、螺子軸とナット部材を用いて昇降
ハンドル４２を回動操作することによって、ナット部材に沿って螺子軸を移動させること
で、支柱４が作用してベースフレーム２に対して下部フレーム５が昇降するように構成し
ている。
　なお、本実施例では螺子軸とナット部材を用いたが、上述した伸縮手段とは異なり、モ
ーター等の駆動力あるいは油圧シリンダ等を用いてもよく、支柱４が昇降可能なものであ
れば本実施例に限定するものではない。
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